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質問者 倉田 結 議員（６番）
くら た ゆい

１ 道路などのゴミについて

ただいまの倉田結議員のご質問にお答え申し上げます。
ゆ い

「市では、町なかのごみを減らすためにどのような取り組みを行っ

ているのですか？」についてですが、ごみを減らすために市が行って

いる対策としましては、３つのＲ、つまり「リデュース（ごみを減ら

したり出さないようにすること）、リユース（ものを繰り返し使うこ

と。）、リサイクル（いらなくなったものを原材料にして、また同じ

ものや他のものを作ること。）」の活動を進めていくということが、
ほか

重要な取り組みであると考えております。

その中でも特に「リデュース」、つまり、ごみを出さない、ごみを

減らすということを市民一人ひとりが考え、市民の皆さんが一丸とな

って取り組んでいただくために、市の広報誌やホームページで繰り返

し広く呼びかけております。

また、自分の住む町を自分たちできれいにすることは、とても大切
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なことです。市では、多くの市民の皆さんのご協力をいただき、春と

秋に市内の一斉清掃として道路や河川などの環境美化に取り組んでい

ます。このように、市民の皆さん一人ひとりが自分の住む町をきれい

にしようと考えていただければ、空き缶やペットボトルのポイ捨ては

無くなるのではないかと思っています。

ご質問のように自動販売機にごみ箱を設置するという条例を作るこ

とは、いろいろと難しいことがたくさんあるので、慎重に考えていか

なければなりませんが、ジュースなどの飲み物を作る会社でも、「の

んだあとはリサイクル」というマークを作り、ポイ捨て防止やまちを

きれいにするよう呼びかけております。

このように、大人の人も一人ひとりのモラル、つまり道徳として、

「ごみ箱がなかったら家に持ち帰る」、「空き缶等を捨てずにリサイ

クルする」、「自分たちの住むまちをきれいにする」ということを意

識していただけるよう、これからも環境美化に取り組んでまいりたい

と思いますので、倉田議員をはじめ、皆さんがそれぞれのご家庭でも

町をきれいにするようお話しをしていただけると大変ありがたいと思
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います。

以上申し上げまして、倉田 結 議員のご質問に対する答弁とさせて
ゆい

いただきます。


